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平成３１年（ワ）第２６７号 損害賠償請求事件

原 告  原告番号１ないし６

被 告  国

証拠説明書（甲Ａ号証）

－第１３準備書面に対応する証拠について－

２０２０年１０月１４日

札幌地方裁判所民事第２部合議係 御中

原告ら訴訟代理人  弁護士  加 藤 丈 晴

同 弁護士  綱 森 史 泰

同   弁護士  須 田 布 美 子

同 弁護士  皆 川 洋 美

同 弁護士  上 田 文 雄

同 弁護士  林 拓 哉

同 弁護士  髙 橋 友 佑
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号証 標目 

原本

写し

の別 

作成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

甲Ａ 
３６１ 

「男の絆―明治の学生
からボーイズラブまで」
（抜粋） 

写し 
2011年
5 月 25
日 

前川直哉 

明治前期において、「男
色」を肯定する考えが存在
し、女色を好む「軟派」の
男子学生よりも、男色を好
む「硬派」こそが学生本来
の姿であるという考えが存
在していた事実、鶏姦条例
制定の経緯により、男性間
の肛門性交が犯罪とされる
ようになった経緯、「恋愛」
の普及により、男女学生の
交際も「恋愛」という言葉
で語られるようになった事
実、男女間における恋愛が
結婚と結びつけられるよう
になったことにより、「結
婚」と結びつくことが可能
な異性間の関係は、同性間
の関係性よりも優越してい
ると考えられるようになっ
た事実。 

甲Ａ 
３６２ 

「明治初期刑事法の基
礎的研究」（抜粋） 

写し 
1990年
10月15
日 

霞 信彦 
鶏姦規定が１８８２年に

旧刑法の施行に伴って廃止
された理由及び経緯。 

甲Ａ 
３６３ 

「恋愛と性欲の第三帝
国」『現代思想』第21巻
第7号 

写し 
1993年
7月1日 

古川 誠 

１９１０～１９２０年代に
西洋の性科学が日本におい
て性欲学として翻訳書を通
して紹介され、性欲学の書
物や雑誌が次々に出版され
た事実。 

甲Ａ 
３６４ 

「変態性慾論」（抜粋） 写し 
1925年
9 月 25
日 

羽太鋭治、澤
田順次郎 

性欲学では、同性愛を「性
欲本能の倒錯」「正常ならざ
る性欲」「不自然な性欲」で
あり、「一種の伝染病」とし
て、「社会を破壊」するもの
とみなしたこと、そこでは
男＝能動、女＝受動との役
割が強調され、同性愛者は
異性の精神をもっているが
ゆえに同性に惹かれるもの
とされていたこと。 

甲Ａ 
３６５ 

「恐るべき同性の愛」
『読売新聞』明治44年7
月31日 

写し 
1911年
7 月 31
日 

読売新聞社 
1911年7月に起きた女学

校卒業生同士の心中事件に
ついての報道内容。 
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号証 標目 

原本

写し

の別 

作成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

甲Ａ 
３６６ 

「同性愛に陥れる女学
生に告げたきこと」『婦
人世界』大正15年9月号 

写し 
1926年
9月 

川村理助 

1920年代には、女学生た
ちの間での同性への「熱中」
がブームとなっており、そ
れが「同性愛」として認識
されていた事実。 

甲Ａ 
３６７ 

「同性の愛」『女学世界』
大正9年10月号 

写し 
1920年
10月 

渡邊たみ子 

1920年代には、女学生同
士の、あるいは女学校にお
ける親密な関係がたびたび
新聞・雑誌記事で取り上げ
られ、これに対して、女性
同士の親密な関係を賞賛
し、異性に対する愛とも、
男性同性愛とも異なるもの
として擁護する意見が強か
った事実。 

甲Ａ 
３６８ 

「同性愛は恋愛と同じ
か」『婦人公論』昭和11
年4月号 

写し 
1936年
4月 

片岡鐵兵 

1930年代には、1920年代
に見られたような、女性の
同性愛を称賛するような記
事は見られなくなり、女性
同士の同性愛が異性愛に比
べいかに劣っているものか
一方的に断定する論調の雑
誌記事が見られた事実。 

甲Ａ 
３６９ 

「同性を恋する心」『婦
人公論』昭和8年10月号 

写し 
1933年
10月 

杉田直樹 

1930年代には、同性愛を
性欲心理の発達段階に位置
付けた上で、同性愛の段階
で止まっている者を「精神
の異常傾向者」とみなす論
調の雑誌記事が見られた事
実。 

甲Ａ 
３７０ 

「『女子教育と同性愛』
の問題」『婦人公論』昭
和8年10月号 

写し 
1933年
10月 

高良富子 

1930年代には、同性愛を
心身の発達途上における
「一種の小児病」とみなす
論調の雑誌記事も見られる
ようになった事実。 
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号証 標目 

原本

写し

の別 

作成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

甲Ａ 
３７１ 

「逸脱と医療化―悪か
ら病いへ―」（抜粋） 

写し 
2003年
11月10
日 

ピーター・コ
ンラッド、ジ
ョセフ・シュ
ナイダー 

アメリカにおいて、1969
年6月に発生した「ストーン
ウォール・インの暴動」を
契機に、ニューヨークでプ
ライド・パレードが始まる
など、より戦闘的なノーマ
リゼーションを目指す方向
に運動展開が変化した事
実、アメリカで、1970年代
初頭には、同性愛を精神疾
患とみなしていた精神医学
界への働きかけが行われ、
同性愛の脱病理化が進めら
れた事実。 

甲Ａ 
３７２ 

「同性愛と異性愛」（抜
粋） 

写し 
2016年
11月25
日 

風間孝、河口
和也 

1970年代前半に、東郷健、
大塚隆史など、同性愛者と
して自らのセクシュアリテ
ィを公言するカミングアウ
トを行い、同性愛者の可視
化を主張し始めるゲイ男性
も現れた事実、AIDSを男性
同性愛者の病気とする偏見
に抗議するため「ＩＧＡ日
本」、「動くゲイとレズビア
ンの会」などが結成された
事実、府中青年の家事件に
おいて、東京都が、動くゲ
イとレズビアンの会の青年
の家利用拒絶を正当化する
にあたり、文部省指導資料
や「広辞苑」、「イミダス」
などに同性愛が異常とされ
ていることを根拠としてあ
げていた事実。 

甲Ａ 
３７３ 

「1970年代以降の首都
圏におけるレズビア
ン・コミュニティの形成
と変容 集合的アイデ
ンティティの意味づけ
実践に着目して」（抜粋）
『クィア・スタディーズ
をひらく１ アイデン
ティティ、コミュニテ
ィ、スペース』所収 

写し 
2019年
10月20
日 

杉浦郁子 

1970年代後半に、自らを
レズビアン・フェミニスト
と呼ぶ女性たちが相次いで
ミニコミ誌を発行し、自ら
の声を発信するようになっ
た事実、1970年代までのメ
ディアに登場するレズビア
ンは、レズビアンは性に「奔
放」であるというイメージ
を伴って描かれていた事
実、レズビアン・フェミニ
ストたちは、異性愛規範を
女性をジェンダー役割のな
かに押し込め不自由を強い
るものとして問題化した事
実。 
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号証 標目 

原本

写し

の別 

作成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

甲Ａ 
３７４ 

「同性婚―ゲイの権利
をめぐるアメリカ現代
史―」（抜粋） 

写し 
2006年
6月8日 

ジョージ・チ
ョーンシー 

1980年代前半、AIDSは同
性愛と強く結びつけられ、
偏見や差別が強められた事
実、アメリカでは当時の大
統領の無策から自衛のため
自助組織や支援グループが
多数作られた事実、パート
ナーがAIDSで入院したり、
亡くなったりすることで、
看病やケア・相続権や居住
権・遺言や葬儀などをめぐ
って、様々な「家族」問題
が噴出することとなった事
実。 

甲Ａ 
３７５ 

「日本の『ゲイ』とエイ
ズ コミュニティ・国
家・アイデンティティ」
（抜粋） 

写し 
2013年
7 月 21
日 

新ヶ江章友 

日本におけるAIDS第1号
患者は血友病患者であった
が、厚生省は、この患者を
あえてAIDSと認定せず、日
本に一時帰国中のアメリカ
在住のゲイの男性芸術家を
日本におけるAIDS第1号患
者として発表した事実。 

甲Ａ 
３７６ 

「AIDS患者発生等にお
ける留意点について」 

写し 
1985年
7 月 12
日 

厚生省保健
医療局感染
症対策室長 

昭和60年当時の厚生省が
性的接触によりAIDSに感染
する可能性が高い者として
男性同性愛者を挙げていた
事実。 

甲Ａ 
３７７ 

「日本精神医学と同性
愛（第1版）」 

写し 
1993年
1 月 29
日 

動くゲイと
レズビアン
の会 

動くゲイとレズビアンの
会が、日本精神神経学会及
び日本精神科診断学会あて
に、1993年3月、同性愛につ
いての見解を問う質問状を
送付した事実及びその後の
両学会への働きかけの経
緯。 

甲Ａ 
３７８ 

「LGBTヒストリーブッ
ク 絶対に諦めなかっ
た人々の100年の闘い」
（抜粋） 

写し 
2019年
12月21
日 

ジ ェ ロ ー
ム・ポーレン 

アメリカでは、1993年、
ハワイ州最高裁判所が、同
性愛者に対して結婚を禁止
することはハワイ州憲法の
平等権修正条項に違反して
いるとの画期的な判決を下
したが、そのことが同性婚
反対派の危機感を強め、
1996年に、連邦議会で結婚
防衛法が成立し、16州の州
議会が州レベルの婚姻防衛
法を可決した事実。 



6 

号証 標目 

原本

写し

の別 

作成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

甲Ａ 
３７９ 

「いじめの防止等のた
めの基本的な方針」 

写し 
2017年
3 月 14
日 

文部科学大
臣 

文部科学省が、いじめ防
止等にあたり、「性同一性障
害や性的指向・性自認に係
る児童生徒に対するいじめ
を防止するため、性同一性
障害や性的指向・性自認に
ついて、教職員への正しい
理解の促進や、学校として
必要な対応について周知す
る」旨の方針を発表した事
実。 

甲Ａ 
３８０ 

「児童生徒が抱える問
題に対しての教育相談
の徹底について（通知）」 

写し 
2010年
4 月 23
日 

文部科学省
初等中等教
育児童生徒
課、スポー
ツ・青少年局
学校健康教
育課 

文部科学省が各都道府県
の教育委員会等に対し、性
同一性障害のある児童生徒
について、その心情に十分
配慮した対応を求めた事
実。 

甲Ａ 
３８１ 

「性同一性障害に係る
児童生徒に対するきめ
細かな対応の実施等に
ついて」 

写し 
2015年
4 月 30
日 

文部科学省
初等中等教
育局児童生
徒課長 

文部科学省が各都道府県
の教育委員会等に対し、性
同一性障害に係る児童生徒
への学校での支援体制や医
療機関、保護者、教育機関
との連携とともに、いじめ
や差別を許さない適切な生
徒指導や人権教育を推進す
ること、そして性同一性障
害および同性愛者等の性的
マイノリティの児童生徒が
相談しやすい環境を整備す
ることを求めた事実。 

甲Ａ 
３８２ 

「性同一性障害や性的
指向・性自認に係る、児
童生徒に対するきめ細
やかな対応等の実施に
ついて（教職員向け）」 

写し 2016年 

文部科学省
初等中等教
育局児童生
徒課 

文部科学省が、「性同一性
障害に係る児童生徒に対す
るきめ細かな対応の実施等
について」を受けて、学校
における性同一性障害に係
る児童生徒の状況や、学校
等からの質問に対する回答
をＱ＆Ａ形式にしてとりま
とめた事実。その中で、性
同一性障害に係る児童生徒
や「性的マイノリティ」と
される児童生徒に対する相
談体制等の充実等を求めて
いる事実。 
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号証 標目 

原本

写し

の別 

作成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

甲Ａ 
３８３ 

「大学等における性的
指向・性自認の多様な在
り方の理解増進に向け
て」 

写し 
2018年
12月 

独立行政法
人日本学生
支援機構 

独立行政法人日本学生支
援機構が、大学等の教職員
を対象として、性的指向・
性自認の多様な在り方に関
する理解の増進を図ること
を目的として、性的マイノ
リティである学生が学生生
活を送るうえで大学等に求
められる対応に関し、大学
等における性別情報の取扱
い・管理方法のほか、授業
や学生生活等における配慮
等、必要となる支援等につ
いて記載した資料を作成し
た事実。 

甲Ａ 
３８４ 

報道発表資料「男女雇用
機会均等法施行規則を
改正する省令等を公布
しました 
～間接差別となり得る
措置の範囲の見直し等
を行い、平成26年7月1日
に施行～」 

写し 
2013年
12月24
日 

厚生労働省
機会均等・児
童家庭局雇
用均等政策
課 

2013年に男女雇用機会均
等法に基づくセクシュア
ル・ハラスメント指針が改
正され「セクシュアル・ハ
ラスメントには、同性に対
するものも含まれる」こと
が明記された事実。 

甲Ａ 
３８５ 

「事業主が職場におけ
る性的な言動に起因す
る問題に関して雇用管
理上講ずべき措置につ
いての指針」 

写し 
2016年
8月2日 

厚生労働省 

2016年のセクシュアル・
ハラスメント指針の改正に
おいて、「被害を受けたもの
の性的指向や性自認にかか
わらず、本指針の対象とな
る」と記された事実。 

甲Ａ 
３８６ 

「事業主が職場におけ
る優越的な関係を背景
とした言動に起因する
問題に関して雇用管理
上講ずべき措置等につ
いての指針」 

写し 
2020年
1 月 15
日 

厚生労働大
臣  加藤勝
信 

2019年の労働施策推進法
の改正に伴い策定された指
針に、「相手の性的指向・性
自認に関する侮辱的な言動
を行うこと」や「労働者の
性的指向・性自認について、
当該労働者の了解を得ずに
他の労働者に暴露するこ
と」がパワハラの例として
記載されたこと。 

甲Ａ 
３８７ 

「CSR企業総覧2016年版 
LGBTに対する基本方針
（権利の尊重や差別の
禁止など）『あり』会社
一覧」 

写し 
2016年
1月4日 

株式会社東
洋経済新報
社 

2016年版「CSR企業総覧」に
おいてLGBTに対する基本方
針があると回答した企業は
13.1％（173社）であった事
実。 
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号証 標目 

原本

写し

の別 

作成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

甲Ａ 
３８８ 

「CSR企業総覧（雇用・
人材活用編）2020年版 
LGBTに対する基本方針
（権利の尊重や差別の
禁止など）『あり』会社
一覧」 

写し 
2019年
12 月 3
日 

株式会社東
洋経済新報
社 

2020年版「CSR企業総覧」
においてLGBTに対する基本
方針があると回答した企業
は33.8％（364社）であった
事実。 

甲Ａ 
３８９ 

「性的マイノリティに
ついての意識 2015年
全国調査報告書」（抜粋） 

写し 
2016年
6月 

独立行政法
人日本学術
振興会  科
学研究費助
成事業「日本
におけるク
ィア・スタデ
ィーズの構
築」研究グル
ープ（研究代
表者  広島
修 道 大 学 
川口和也） 

2015年に全国139地点に
おいて20歳から79歳までの
戸籍上の男女を対象に住民
基本台帳による層化二段無
作為抽出法により行われた
アンケート調査で、「なんら
かの性的マイノリティが周
りにいるか否か」との問い
に対し、「いる」と答えた者
は6.1％、「いない」と答え
た者が52.1％であった事
実。 

甲Ａ 
３９０
の１ 

「学習指導要領改訂に
際して『思春期になると
異性への関心が芽生え
る』と記載してLGBTにつ
いて記載されなかった
ことに関する質問主意
書」 

写し 
2017年
4月4日 

西村智奈美 

西村智奈美議員の内閣総
理大臣に対する質問主意書
の中で、2017年の小中学校
の学習指導要領改訂にあた
り、2974件のパブリックコ
メントが寄せられ、うち368
件（約12％）が、LGBTなど
の多様な性を教えるべきだ
との内容であったにもかか
わらず、文部科学省が公表
した案には、これらは反映
されず、小学3、4年生の体
育教科について「思春期に
なると異性への関心が芽生
える」と記載された旨が記
載されている事実。 

甲Ａ 
３９０
の２ 

「衆議院議員西村智奈
美君提出学習指導要領
改訂に際して『思春期に
なると異性への関心が
芽生える』と記載して
LGBTについて記載され
なかったことに関する
質問に対する答弁書」 

写し 
2017年
4 月 14
日 

内閣総理大
臣  安倍晋
三 

西村智奈美議員からの質
問趣旨所に対し、安倍首相
が、「いわゆる『性的マイノ
リティ』について指導内容
として扱うことは、個々の
児童生徒の発達の段階に応
じた指導、保護者や国民の
理解、教員の適切な指導の
確保などを考慮すると難し
いと考えています」と答弁
している事実。 
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号証 標目 

原本

写し

の別 

作成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

甲Ａ 
３９１ 

「セクシュアル・マイノ
リティを取り巻く状況」
『法律のひろば』2016年
7月号 

写し 
2016年
7月1日 

宝塚大学看
護学部教授 
日高庸晴 

ゲイ・バイセクシュアル
男性を対象にしたインター
ネット調査では、回答者全
体の65％に自殺念慮経験、
15％に自殺未遂経験がある
との結果が出ている事実。
大阪市内の若者男女を対象
にした調査結果と比較し、
異性愛男性と比較してゲ
イ・バイセクシュアル男性
の自殺未遂リスクは5.98倍
高いことが分かっている事
実。 

甲Ａ 
３９２ 

陳述書 写し 
2020年
6 月 19
日 

伊藤悟 

同性愛やセクシュアリテ
ィの多様性に関する人権啓
発を行う「すこたん企画」
（現在の「すこたんソーシ
ャルサービス」）の設立者で
ある伊藤悟について、同性
愛者であることを自覚した
際の戸惑い、同性愛者であ
るがゆえに受けた差別、パ
ートナーとの関係、同性婚
に対する思い等。 

甲Ａ 
３９３ 

陳述書 写し 
2020年
9 月 30
日 

井上ひとみ、
瓜本淳子 

獣医師である井上ひとみ
と動物看護師である瓜本淳
子について、同性愛者であ
ることを自覚した際の戸惑
い、お互いの関係、2015年
に関西レインボーフェスタ
で公開結婚式を挙げるに至
った経緯、同性婚に対する
思い等 

甲Ａ 
３９４ 

陳述書 写し 
2020年
5 月 23
日 

大塚隆史 

新宿三丁目で「タックス
ノット」というゲイバーを
経営している大塚隆史につ
いて、同性愛者であること
を自覚した際の戸惑い、男
性同士のパートナーシップ
の実態、パートナーをHIV
により失った悲しみ、現在
のパートナーとの関係、同
性婚に対する思い等 
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甲Ａ 
３９５ 

陳述書 写し 
2020年
8 月 28
日 

金由梨 

オランダのアムステルダ
ムで同性パートナーと結婚
して2人の子どもを育てて
いる金由梨について、同性
愛者であることを自覚した
際の戸惑い、在日韓国人で
ありかつ同性愛者であるが
ゆえの悩み、パートナーと
の関係、出産に至った経緯。
両親との関係、オランダと
日本における同性愛者や同
性婚に対する考え方の違
い、同性婚に対する思い等。 

甲Ａ 
３９６ 

陳述書―公認されない
悲嘆のこと― 

写し 
2020年
6 月 11
日 

沢部一実 

ノンフィクションライタ  
ーである沢部一実について
、同性愛者であることを自
覚した際の戸惑い、レズビ
アン・フェミニストとして
の活動内容、パートナーと
の出会いと別れ、同性パー
トナーシップが公認されな

いことによる悲嘆、同性  
婚に対する思い等。 

甲Ａ 
３９７ 

陳述書 写し 
2020年
8 月 10
日 

原美奈子（通
名 ミナ汰） 

性的マイノリティに対す
る偏見の除去と安心して生
きられる社会の実現のた
め、ロビイングや政策提言、
相談支援活動等を行ってい
るNPO法人共生ネットの代
表理事である原ミナ汰につ
いて、同人がXジェンダーと
気づいた経緯と戸惑い、パ
ートナーとの出会いと別
れ、家族との関係、性的マ
イノリティ支援の活動を通
して感じたこと、同性婚に
対する思い等。 
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甲Ａ 
３９８ 

「日本における同性愛
に対する寛容性の拡大
－『世界価値観調査』か
ら探るメカニズム－」
『相関社会科学』第22号 

写し 
2012年
10月 

石原英樹 

一般に、異質なものに対
する寛容性は、異質な他者
との接触が多いほど高まる
こと、特に同性愛について
は、実際に同性愛者の知り
合いがいると寛容性が高ま
ること、同性愛者に接触す
る機会がより多い都市居住
者ほど同性愛に対する寛容
性は高いこと、居住地の市
民社会成熟度が同性愛に対
する寛容性に関連していて
いることを論じた研究もあ
ること、ジェンダー対称的
意識（性別役割分業意識に
縛られないジェンダー意
識）も同性愛に対する寛容
性に関わること。 

甲Ａ 
３９９ 

「渋谷区パートナーシ
ップ証明  実態調査 
報告書」 

写し 
2017年
11 月 5
日 

渋谷区  渋
谷男女平等・ 
ダイバーシ
ティーセン
ター＜アイ
リス＞ 

渋谷区がパートナーシッ
プ条例を定めたことによ
り、証明書取得が家族にカ
ミングアウトして説明する
きっかけになった、カミン
グアウトがきっかけになり
同僚との人間関係がより良
くなったなどと述べる者が
認められた事実、パートナ
ーの手術の際、証明書を示
すことで何の問題もなく家
族として関わることができ
たなど、社会の変化につい
ての言及も見られた事実、
制度を機に企業の取り組み
が進み、従業員に向けても
顧客に向けてもLGBT施策が
進展したことが認められた
事実、LGBT施策が当事者で
ない従業員からも高評価を
受けている事実等。 
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甲Ａ 
４００ 

「同性婚先行導入州で
高校生の自殺率低下、米
調査」 

写し 
2017年
2 月 22
日 

ＡＦＰ通信
社 

アメリカ・ジョンズ・ホ
プキンス大学の調査によれ
ば、2015年1月以前に同性婚
を合法化した35州のうちの
32州と、合法化していなか
った州とを比較したとこ
ろ、同性婚を合法化した州
では、ゲイ、レズビアン、
バイセクシュアルの高校生
の自殺および未遂の件数が
14％、全体では7％減少した
が、同性婚を認めていなか
った州では、自殺未遂率の
低下は見られなかった事
実。 

甲Ａ 
４０１ 

「同性婚が認められた
デンマークとスウェー
デン、同性愛者の自死率
が大幅に減少（研究結
果）」 

写し 
2019年
11月21
日 

ハフポスト
日本版 
安田聡子 

デンマーク自死予防研究
所とストックホルム大学が
共同で実施した調査によれ
ば、同性カップルと異性カ
ップルの自死率を、1989年
〜2002年と2003〜2016年で
比較したところ 、1989〜
2002年に比べて、2003〜
2016年の異性カップルの自
死率は28％下がっていた
が、同性カップルの自死率
は46％も減少していた事
実。 

 


